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三　

日
本
国
憲
法
の
性
質

（
14
）
榎
原
猛

　

榎
原
猛
『
憲
法　

体
系
と
争
点
』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
六
年
）
に
お
け
る
論
議
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
榎
原
の
問
題
意
識
と
し
て
は
、

「
日
本
国
憲
法
は
、
わ
が
国
の
敗
戦
、
占
領
下
と
い
う
異
常
状
況
の
中
で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
成
立
過
程
の
性
格
を

め
ぐ
り
、
法
的
評
価
に
つ
い
て
も
事
実
評
価
に
つ
い
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が
生
じ
た
。
な
か
で
も
激
し
く
争
わ
れ
た
の
は
、

①
新
旧
両
憲
法
間
に
法
的
連
続
性
が
あ
る
か
、
②
新
憲
法
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し
付
け
ら
れ
た
憲
法
と
み
る
べ
き
か
ど
う
か
、
の

問
題
で
あ
っ
た
。
」
（
五
八
頁
）
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と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

明
治
憲
法
と
の
法
的
連
続
性
に
つ
い
て
は
、　

　

Ａ　

法
的
連
続
性
を
否
定
す
る
説
（
民
定
憲
法
説
）　

　

Ｂ　

法
的
連
続
性
を
肯
定
す
る
説
（
欽
定
憲
法
説
）

と
に
区
別
で
き
る
。
そ
し
て
、

「
考
察

－

確
か
に
、
明
治
憲
法
と
日
本
国
憲
法
と
で
は
、
こ
れ
を
内
容
か
ら
み
る
と
、
主
権
の
所
在
を
は
じ
め
、
基
本
原
理
を
一
変

し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者
の
間
に
は
実
質
的
な
断
絶
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
改
正
手
続
に
関
す
る
社

会
的
事
実
、
お
よ
び
法
的
事
実
か
ら
み
る
と
、
「
憲
法
規
定
中
に
、
特
別
の
原
理
な
い
し
規
定
に
つ
き
、
そ
の
改
正
を
禁
じ
る
趣

旨
の
規
定
が
な
い
限
り
改
正
に
限
界
が
な
い
」
と
す
る
本
書
の
見
地
か
ら
は
、
Ｂ
説
が
、
よ
り
説
得
的
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

本
書
は
、
両
憲
法
の
間
に
は
法
的
連
続
性
が
あ
り
、
日
本
国
憲
法
は
、
刑
事
憲
法
か
ら
み
て
も
合
憲
有
効
の
憲
法
で
あ
る
、
と
の

立
場
を
支
持
す
る
。
」
（
五
九
頁
）

と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
説
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

　

い
わ
ゆ
る
押
し
付
け
憲
法
に
関
し
て
は
、

「
考
察

－

…
総
司
令
部
が
、
自
ら
作
成
し
た
憲
法
草
案
を
、
日
本
政
府
に
対
し
、
政
府
改
正
案
と
し
て
受
け
と
る
よ
う
指
示
し
た
こ
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と
は
事
実
、
そ
し
て
、
そ
の
背
後
に
圧
倒
的
な
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
事
実
。
問
題
と
な
る
の
は
、
第
一
に
、
こ
の
憲
法
の
日

本
に
よ
る
採
択
に
つ
き
、
総
司
令
部
が
現
実
に
力
を
行
使
し
た
か
、
ま
た
は
力
に
よ
る
脅
迫
を
な
し
た
か
、
第
二
に
、
こ
の
憲
法

を
採
択
す
る
こ
と
が
、
日
本
の
意
思
に
反
し
て
い
た
か
ど
う
か
で
あ
る
。
実
際
、
総
司
令
部
の
態
度
に
は
、
そ
れ
が
脅
迫
で
は
な

く
、
忠
告
、
な
い
し
警
告
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
折
衝
に
あ
た
っ
た
政
府
に
対
し
、
総
司
令
部
案
を
呑
ま
な

け
れ
ば
、
天
皇
が
戦
犯
裁
判
に
か
け
ら
れ
る
と
思
い
こ
ま
せ
る
よ
う
な
状
況
は
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
政
府
は
、
総
司
令
部

案
を
手
渡
さ
れ
た
の
ち
、
政
府
案
復
活
の
た
め
努
力
し
、
こ
れ
を
拒
絶
さ
れ
て
い
る
。
総
司
令
部
案
は
、
少
な
く
と
も
、
当
時
の

日
本
政
府
に
対
し
て
は
「
押
し
つ
け
」
で
あ
っ
た
と
判
断
す
る
の
が
常
識
に
合
致
す
る
。
し
か
し
、
同
憲
法
の
採
択
が
、
日
本
国

民
の
意
思
に
反
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
…
草
案
が
政
府
案
と
し
て
発
表
さ
れ
る
や
、
国
民
の
多
く
は
、
そ
の
民
主
的
性

格
の
強
さ
や
、
徹
底
し
た
平
和
主
義
な
ど
に
驚
く
と
と
も
に
、
大
い
に
こ
れ
を
歓
迎
し
た
…
。
し
か
も
改
正
案
を
審
議
し
た
帝
国

議
会
は
、
活
発
な
論
戦
を
経
て
、
圧
倒
的
多
数
で
こ
れ
を
可
決
し
た
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
日
本
国
民
は
、
そ
の
意
思
に

反
し
て
、
憲
法
を
採
択
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
た
と
は
い
い
難
い
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
は
、
こ
の
憲
法
は
、  

“
押

し
つ
け
ら
れ
た
憲
法
”
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
（
六
〇

－

一
頁
）

と
述
べ
て
、
帝
国
憲
法
に
よ
る
手
続
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
を
力
説
し
て
い
る
。

　

日
本
国
憲
法
無
効
論
に
つ
い
て
は
、

「
憲
法
の
有
効
性
は
、
憲
法
を
支
え
る
社
会
的
力
の
意
思
に
よ
り
、
事
実
的
に
担
保
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
、
こ
れ
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を
支
え
る
国
民
が
、
現
実
に
、
こ
れ
を
有
効
な
も
の
と
し
て
認
め
、
こ
れ
に
従
っ
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
に
疑
い
な
い
か
ら
、
法

理
と
し
て
無
効
を
主
張
し
て
も
、
そ
れ
は
現
行
憲
法
の
全
面
改
正
の
た
め
の
根
拠
を
提
供
す
る
意
味
し
か
も
ち
え
な
い
。
」
（
六
一

頁
）

と
の
見
解
を
開
陳
し
て
い
る
。

（
15
）
飯
田
忠
雄

　

飯
田
忠
雄
『
日
本
国
改
造
法
案
』
（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
『
日
本
国
憲
法
正
論
』
（
信
山
社
、
一
九
九
八
年
）
『
こ
れ
が
日
本
国
憲

法
だ
』
（
近
代
文
芸
社
、
一
九
九
五
年
）
を
閲
み
し
た
い
。　

　

帝
国
憲
法
の
効
力
に
つ
い
て
、

「
降
伏
文
書
に
は
、
「
一
切
の
（
日
本
の
）
官
庁
の
職
員
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に
よ
り
又
は
そ
の
委
任
に
基
づ
き
、
と
く
に
任

務
を
解
か
れ
ざ
る
限
り
、
各
自
の
地
位
に
留
ま
り
、
且
つ
引
き
続
き
各
自
の
非
戦
闘
的
任
務
を
行
な
う
こ
と
を
命
ず
」
と
記
載
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
文
書
の
「
一
切
の
官
庁
の
職
員
に
対
す
る
命
令
」
は
、
「
日
本
帝
国
の
滅
亡
後
も
、
亡
国
の
政
治
機
構
の
解
散

を
せ
ず
、
温
存
す
る
か
ら
、
帝
国
憲
法
下
の
天
皇
、
日
本
政
府
そ
の
他
日
本
の
一
切
の
官
庁
の
職
員
は
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に

隷
属
し
て
、
帝
国
憲
法
下
当
時
の
各
自
の
地
位
に
留
ま
り
、
引
き
続
き
帝
国
当
時
の
法
秩
序
に
従
い
、
非
戦
闘
的
任
務
に
つ
い
て

い
る
こ
と
を
、
命
ず
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
命
令
は
…
占
領
政
治
の
た
め
、
帝
国
当
時
の
法
令
を
、
帝
国
憲
法
を
含
め
、
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占
領
政
治
に
支
障
を
来
さ
な
い
限
り
、
占
領
下
の
法
制
と
し
て
留
用
す
る
と
の
意
思
表
示
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
日

本
帝
国
は
滅
亡
し
、
帝
国
憲
法
は
自
然
消
滅
し
て
実
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
律
上
の
存
在
と
し
て
、
「
実
在
す
る
こ
と

と
見
做
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
即
ち
、
占
領
政
策
に
よ
っ
て
、
擬
制
に
基
づ
く
帝
国
憲
法
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。
」
（
『
日
本
国
改
造
法
案
』
一
四

－

五
頁
）

と
説
明
し
て
い
る
。
擬
制
的
帝
国
憲
法
論
で
あ
る
。

　

占
領
時
の
政
治
状
況
に
つ
い
て
は
、

「
憲
法
は
主
権
者
の
み
が
制
定
権
能
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
被
占
領
下
の
日
本
に
は
主
権
者
は
い
な
い
。
し
か
し
占
領
前
の
主
権
者

で
あ
っ
た
の
は
天
皇
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
を
利
用
す
る
こ
と
が
日
本
国
憲
法
を
制
定
さ
れ
る
早
道
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
天

皇
制
度
の
保
存
、
主
権
者
に
ふ
さ
わ
し
い
天
皇
の
権
威
擁
護
を
す
る
た
め
に
、
宮
城
を
天
皇
の
も
の
と
し
、
国
内
向
け
の
公
文
書

に
は
、
昭
和
の
年
号
を
用
い
る
こ
と
等
の
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。
被
占
領
中
は
、
占
領
軍
当
局
す
な
わ
ち
連
合
国
最
高
司
令
官
の

間
接
統
治
の
必
要
か
ら
、
そ
の
有
効
性
の
範
囲
を
指
定
し
て
、
帝
国
憲
法
及
び
そ
の
下
の
法
令
を
利
用
す
る
政
策
が
採
ら
れ
た
…
。

か
く
し
て
、
帝
国
憲
法
及
び
そ
の
下
の
法
令
が
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に
よ
っ
て
無
効
を
指
定
さ
れ
な
い
限
り
、
被
占
領
中
も
有

効
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
被
占
領
中
も
大
日
本
帝
国
は
日
本
国
と
名
称
を
変
え
て
存
在
し
て
い
る
が
如
き
錯
覚
を
、

日
本
人
民
に
与
え
た
。
こ
れ
が
後
に
日
本
国
の
独
立
と
い
う
重
大
な
事
実
を
日
本
国
民
に
見
失
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
」

（
同
上
一
六
頁
）
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と
の
理
解
と
な
っ
て
い
る
。
飯
田
は
、

「
連
合
国
最
高
司
令
官
に
隷
属
す
る
天
皇
及
び
日
本
政
府
に
よ
っ
て
、
米
国
の
意
図
す
る
憲
法
草
案
を
、
日
本
国
の
憲
法
と
し
て
制

定
さ
せ
る
た
め
に
、
米
国
が
採
っ
た
方
策
が
、
日
本
帝
国
の
滅
亡
に
よ
っ
て
自
然
消
滅
し
無
効
と
な
っ
た
帝
国
憲
法
を
、
有
効
な

憲
法
と
見
做
し
て
（
帝
国
憲
法
を
擬
制
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
、
ま
た
、
降
伏
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
天
皇
の
主
権
者
と
し
て
の
権

能
を
、
法
律
上
実
在
す
る
と
見
做
し
て
（
帝
国
憲
法
下
の
天
皇
の
主
権
を
擬
制
し
て
）
、
擬
制
帝
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
従
っ
て
、

帝
国
憲
法
を
全
面
改
正
す
る
手
続
を
採
ら
せ
、
天
皇
に
裁
可
公
布
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
無
効
な
帝
国
憲
法
を
占
領
政

策
に
よ
っ
て
有
効
な
憲
法
と
見
做
し
て
、
帝
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
忠
実
に
準
拠
し
て
制
定
し
た
被
占
領
下
の
日
本
の
政
治
の
基

本
法
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
擬
制
日
本
国
の
擬
制
憲
法
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
九
頁
）

と
叙
述
し
て
、
帝
国
憲
法
の
改
正
手
続
に
し
た
が
い
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
と
す
る
。
日
本
国
憲
法
の
性
格
づ
け
と
し
て
、

「
日
本
国
憲
法
は
、
主
権
者
が
存
在
し
な
い
被
占
領
下
に
お
い
て
、
連
合
国
最
高
司
令
官
に
隷
属
す
る
天
皇
お
よ
び
日
本
政
府
を
利

用
し
て
、
制
定
さ
れ
た
占
領
下
の
政
治
の
基
本
法
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
九
頁
）

「
被
占
領
下
に
お
い
て
は
、
擬
制
に
基
づ
く
擬
制
憲
法
の
擬
制
制
定
の
み
が
可
能
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
九
頁
）

と
整
理
し
て
い
る
。
飯
田
は
、
日
本
国
憲
法
は
占
領
憲
法
で
あ
る
と
の
立
場
で
あ
る
。

「
独
立
し
た
日
か
ら
近
い
時
期
に
お
い
て
、
日
本
国
の
主
権
者
の
代
表
で
、
国
権
の
最
高
機
関
た
る
国
会
に
よ
る
憲
法
制
定
あ
る
い
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は
憲
法
の
引
継
ぎ
に
関
す
る
特
別
の
審
議
若
し
く
は
決
定
が
な
け
れ
ば
、
被
占
領
下
に
於
い
て
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
独

立
国
家
の
憲
法
と
は
な
ら
な
い
。
」
（
同
上
一
九
頁
）

「
被
占
領
下
の
擬
制
憲
法
の
制
定
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
度
外
視
し
て
、
帝
国
憲
法
の
全
面
改
正
を
天
皇
が
裁
可
す
る
（
天
皇
の
自

発
的
意
思
）
と
い
う
法
的
形
式
を
取
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
法
的
思
想
上
に
お
い
て
は
、
主
権
者
の
転
換
と
い
う
革
命
を
、
主

権
者
自
身
の
積
極
的
意
思
に
よ
っ
て
実
施
す
る
「
禅
譲
」
に
よ
る
国
民
主
権
の
確
立
を
意
味
す
る
。
か
く
し
て
、
憲
法
上
、
天
皇

も
ま
た
主
権
者
国
民
の
構
成
員
の
一
員
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
」
（
同
上
二
一
頁
）

「
擬
制
日
本
国
憲
法
は
、
占
領
の
終
了
に
よ
り
、
そ
の
正
当
性
の
根
拠
を
失
い
、
国
の
独
立
後
は
、
無
効
と
な
る
。
」
（
同
上
二
三
頁
）

「
被
占
領
下
の
日
本
国
憲
法
制
定
手
続
の
有
効
性
は
、
占
領
政
策
に
あ
る
。
」
（
『
日
本
国
憲
法
正
論
』
二
七
頁
）

「
降
伏
後
も
な
お
、
日
本
国
憲
法
が
成
立
す
る
ま
で
は
大
日
本
帝
国
憲
法
が
有
効
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
は
、
占
領
政
策
上
の
理
由
か

ら
で
あ
る
。
」
（
同
上
二
七
頁
）

　

こ
の
よ
う
に
、
「
占
領
政
治
基
本
法
」
（
同
上
三
〇
頁
）
が
日
本
国
憲
法
の
基
本
的
性
格
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

「
日
本
国
の
独
立
時
に
は
、
憲
法
は
、
存
在
し
な
い
か
ら
、
独
立
を
果
た
し
た
日
本
政
府
は
、
憲
法
議
会
を
召
集
し
て
、
独
立
日
本

国
の
憲
法
の
制
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
独
立
当
時
の
政
府
（
第
三
次
吉
田
内
閣
）
は
、
占
領
下

の
日
本
国
憲
法
の
条
項
の
う
ち
、
国
の
独
立
、
国
の
主
権
確
立
の
障
害
と
な
る
条
項
を
除
い
て
、
占
領
下
制
定
の
日
本
国
憲
法
を
、

独
立
国
日
本
の
暫
定
憲
法
と
し
て
引
き
継
ぐ
旨
の
閣
議
決
定
を
し
て
、
独
立
後
の
暫
定
日
本
国
憲
法
の
確
定
を
行
っ
た
。
こ
の
閣
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議
決
定
は
、
無
憲
時
に
於
け
る
政
府
の
統
治
権
に
基
づ
く
憲
法
確
定
行
為
で
あ
る
。
こ
の
確
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
に
基
づ
い
て
、

被
占
領
下
の
日
本
の
政
治
機
構
を
新
憲
法
下
の
政
治
機
構
と
し
て
の
法
的
根
拠
を
確
立
し
た
。
そ
れ
と
共
に
、
独
立
後
の
国
家
に

対
し
て
、
平
和
条
約
及
び
日
米
安
全
保
障
条
約
の
国
会
承
認
手
続
及
び
保
安
庁
法
の
制
定
手
続
が
実
施
さ
れ
た
。
」
（
同
上
三
五
頁
）

と
あ
ら
た
な
問
題
を
指
摘
し
た
。
つ
ま
り
、
一
内
閣
の
判
断
で
日
本
国
憲
法
の
占
領
憲
法
か
ら
独
立
憲
法
へ
の
転
換
が
ひ
そ
か
に
お
こ

な
わ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
解
釈
改
憲
以
上
の
行
為
で
あ
る
。

「
国
民
主
権
に
基
づ
き
立
法
し
た
憲
法
で
は
な
く
、
政
府
の
統
治
権
に
よ
っ
て
、
欽
定
憲
法
の
法
的
形
式
を
持
つ
占
領
政
策
憲
法
の

大
部
分
を
憲
法
の
内
容
と
し
て
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
現
行
日
本
国
憲
法
が
占
領
政
策
憲
法
の
中
身
を
引
き
ず
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
そ
の
確
定
過
程
か
ら
見
て
も
否
定
で
き
な
い
。
…
そ
れ
は
、
元
来
、
国
民
主
権
に
基
づ
く
日
本
国
憲
法
の
制
定
が

あ
る
ま
で
の
暫
定
憲
法
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
三
八
頁
）

　

結
局
、
日
本
国
憲
法
が
独
立
国
家
の
憲
法
と
し
て
の
性
格
づ
け
が
な
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
内
実
は
占
領
憲
法
を
引
き
ず
る
こ
と

に
な
り
、
そ
れ
が
日
本
国
憲
法
の
正
当
性
と
実
効
性
と
の
問
題
を
の
ち
の
ち
ま
で
は
ら
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　

日
本
国
憲
法
を
改
正
し
、
自
主
憲
法
の
制
定
を
す
る
方
式
と
し
て
、

「
法
的
安
定
性
の
上
か
ら
は
、
政
府
の
統
治
権
に
基
づ
い
た
憲
法
の
確
定
行
為
を
国
会
に
於
い
て
承
認
す
る
議
決
及
び
独
立
国
日
本
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国
の
憲
法
改
正
の
手
続
を
議
決
し
、
同
時
に
国
民
主
権
に
基
づ
き
独
立
国
日
本
国
憲
法
の
立
法
を
憲
法
改
正
の
方
法
を
以
て
実
施

す
る
旨
の
議
決
を
す
る
の
が
、
合
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」
（
同
上
三
二
六
頁
）

　

あ
る
い
は
、

「
追
認
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
の
改
正
規
定
に
基
づ
い
て
、
独
立
日
本
国
憲
法
の
改
正
を
行
う
。
改
正
案
は
、
国
会
の
法
制
局
に
於
い

て
改
正
原
案
を
作
成
し
、
そ
れ
が
困
難
な
場
合
は
、
政
府
に
於
い
て
改
正
原
案
を
作
成
し
、
国
会
に
於
い
て
審
議
し
た
後
、
改
正

案
を
作
成
し
て
、
国
民
に
提
示
し
、
投
票
総
数
の
過
半
数
を
以
て
そ
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。
」
（
同
上
三
二
六
頁
）

こ
と
を
提
案
し
た
。

（
16
）
飯
塚
滋
雄

　

飯
塚
滋
雄
『
日
本
国
憲
法
の
系
譜
』
（
八
千
代
出
版
、
一
九
八
二
年
）
に
あ
っ
て
は
、
ま
ず
、
成
立
に
関
す
る
学
説
の
検
討
か
ら
す

す
め
ら
れ
る
。

「
顧
み
て
妥
当
性
を
も
つ
学
説
を
選
り
出
す
な
ら
ば
、
「
無
効
説
」
と
「
占
領
憲
法
説
」
が
そ
れ
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

し
か
し
、
「
無
効
説
」
を
と
っ
た
場
合
は
、
客
観
的
な
法
理
上
か
ら
は
確
か
に
筋
道
が
通
る
け
れ
ど
も
、
戦
後
政
治
の
現
実
を
見
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る
と
無
効
な
る
べ
き
憲
法
が
三
十
年
以
上
も
有
効
に
施
行
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
を
い
か
に
説
明
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
問
題

が
残
る
。
「
占
領
管
理
法
説
」
を
と
っ
た
場
合
も
、
現
憲
法
は
占
領
期
間
中
だ
け
有
効
な
限
時
法
だ
か
ら
、
講
和
条
約
が
成
立
す

れ
ば
当
然
失
効
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
が
、
し
か
し
現
実
に
は
講
和
が
成
立
し
て
日
本
が
独
立
を
回
復
し
た
後
も
、

現
憲
法
は
依
然
と
し
て
有
効
に
遂
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
占
領
管
理
法
説
」
が
、
占
領
が
終
結
す
れ
ば
、
現

憲
法
は
当
然
失
効
す
る
と
主
張
す
る
の
は
、
客
観
的
な
法
理
の
筋
道
と
し
て
の
理
念
で
あ
っ
て
、
現
実
で
は
な
か
っ
た
訳
で
あ
る
。
」

（
二
七
一
頁
）

　

飯
塚
も
ま
た
占
領
憲
法
だ
と
の
理
解
で
あ
る
。

「
結
論
的
に
言
う
な
ら
ば
、
現
憲
法
は
、
占
領
期
間
中
に
占
領
軍
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
「
占
領
憲
法
」
で
あ
る
、
と
見
る
の
が
妥

当
な
意
見
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
「
占
領
憲
法
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
国
際
法
に
も
違
反
し
た
、
本
来
無
効
な
る
べ

き
存
在
で
あ
る
が
、
そ
の
無
効
が
何
等
か
の
形
で
確
認
さ
れ
な
い
限
り
、
恒
久
的
効
力
を
持
ち
続
け
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

（
二
七
二
頁
）

　

飯
塚
は
、

「
今
日
の
日
本
に
お
い
て
、
真
の
意
味
で
憲
政
を
擁
護
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
…
唯
一
の
正
道
は
、
ま
ず
「
占
領
憲
法
の
無
効
確
認
」
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と
「
正
統
憲
法
の
復
原
」
と
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
（
三
〇
一
頁
）

と
す
る
結
論
を
導
き
だ
し
た
。

（
17
）
南
出
喜
久
治

　

南
出
喜
久
治
『
日
本
国
家
構
造
論
』
（
政
界
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）
『
占
領
憲
法
の
正
体
』
（
国
書
刊
行
会
、
二
〇
〇
九
年
）
を
読

ん
で
み
よ
う
。
日
本
国
憲
法
の
性
格
づ
け
と
し
て
は
、

「
現
行
憲
法
が
「
欽
定
憲
法
」
で
も
「
民
定
憲
法
」
で
も
な
い
と
す
れ
ば
、「
協
定
憲
法
」
の
範
疇
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
も
、

連
合
国
と
日
本
国
と
の
間
で
な
さ
れ
た
「
条
約
憲
法
」
の
一
緒
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
…
現
行
憲
法
は
「
実

質
的
意
味
の
憲
法
」
と
し
て
は
絶
対
無
効
で
あ
る
が
、
そ
の
法
的
性
質
は
、
基
本
的
に
は
、
対
外
的
（
国
際
的
）
及
び
対
内
的
（
国

内
的
）
に
帝
国
憲
法
第
一
三
条
の
講
和
大
権
に
基
づ
い
て
締
結
さ
れ
た
連
合
国
と
の
「
憲
法
的
条
約
」
と
し
て
認
め
う
る
の
で
あ

る
。
」
（
『
日
本
国
憲
法
改
造
論
』
四
二
頁
）

と
し
、
国
際
条
約
と
し
て
の
日
本
国
憲
法
で
あ
る
と
の
考
え
方
を
し
て
い
る
。

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
及
び
降
伏
文
書
の
調
印
は
、
帝
国
憲
法
第
一
三
条
の
講
和
大
権
に
基
づ
く
独
立
喪
失
条
約
で
あ
る
…
が
、
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で
は
、
そ
の
後
、
連
合
国
の
軍
隊
に
よ
る
間
接
的
軍
事
占
領
統
治
下
に
お
い
て
成
立
し
た
現
行
憲
法
は
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

思
う
に
、
結
論
的
に
は
、
こ
の
独
立
喪
失
条
約
を
具
体
化
さ
せ
た
憲
法
的
条
約
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
行
憲
法
は
、
…
絶

対
的
無
効
説
と
条
約
転
換
説
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
成
立
経
緯
及
び
そ
の
当
時
の
国
内
的
・
国
際
的
環
境
か
ら
判
断
し
て
、
日
本

と
連
合
国
と
の
間
で
、
こ
の
独
立
喪
失
条
約
の
内
容
を
国
内
的
に
も
国
際
的
に
も
実
質
的
に
再
確
認
さ
せ
、
占
領
統
治
の
基
本
理

念
を
定
め
た
憲
法
的
条
約
と
同
価
値
の
規
範
と
し
て
評
価
し
う
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
「
占
領
統
治
基
本
条
約
」
な
の
で
あ

る
。
こ
れ
も
、
帝
国
憲
法
第
一
三
条
の
天
皇
大
権
の
発
動
に
よ
る
「
憲
法
的
条
約
」
な
の
で
あ
る
。
」
（
六
三
頁
）

「
日
本
国
と
連
合
国
は
、
日
本
の
敗
戦
処
理
に
関
し
て
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
始
ま
り
講
和
条
約
締
結
に
至
る
ま
で
の
複
合
的
か

つ
連
続
的
な
「
降
伏
条
約
群
」
（
憲
法
的
条
約
）
を
締
結
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
非
独
立
状
態
の
長
く
て
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
入

口
部
分
の
条
約
が
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
・
降
伏
文
書
調
印
」
（
入
口
条
約
）
で
あ
り
、
出
口
部
分
の
条
約
が
「
講
和
条
約
」
（
出

口
条
約
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
入
口
条
約
」
と
「
出
口
条
約
」
と
の
中
間
に
、
現
行
憲
法
と
い
う
「
中
間
条
約
」
が
存
在

す
る
の
で
あ
る
。
」
（
六
八

－

九
頁
）

　

南
出
の
議
論
は
、
占
領
時
の
国
際
条
約
と
し
て
日
本
国
憲
法
を
把
握
し
て
い
る
。

　

帝
国
憲
法
は
復
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
も
そ
も
有
効
な
の
で
あ
る
。

「
日
本
国
は
、
現
在
も
な
お
帝
国
憲
法
が
実
質
的
意
味
の
憲
法
と
し
て
存
在
し
、
国
家
元
首
が
天
皇
で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
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実
で
あ
る
。
…
日
本
の
実
質
的
意
味
の
憲
法
の
法
源
（
存
在
形
式
）
は
、
帝
国
憲
法
及
び
皇
室
典
範
そ
の
他
の
憲
法
法
源
の
総
体

（
以
下
「
帝
国
憲
法
法
源
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
帝
国
憲
法
法
源
を
顕
彰
し
て
「
復
原
」
さ
せ
る
に
は
、
特
定
の
行
為
を

要
し
な
い
。
当
初
よ
り
帝
国
憲
法
法
源
と
し
て
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
一
部
が
一
時
的
に
「
停
止
」
し
な
が
ら
も
、
全

体
と
し
て
は
根
本
規
範
及
び
最
高
規
範
と
し
て
連
綿
と
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

即
ち
、
天
皇
の
講
和
大
権
の
発
動
に
よ
っ
て
締
結
さ
れ
た
降
伏
条
約
群
と
し
て
の
三
つ
の
憲
法
的
条
約
…
が
存
在
し
、
統
治
機

構
条
項
な
ど
の
運
用
に
お
い
て
、
帝
国
憲
法
の
当
該
条
項
が
そ
の
限
度
で
「
停
止
」
し
て
い
る
状
態
な
の
で
あ
る
。
」
（
八
七
頁
）

「
占
領
憲
法
は
、
憲
法
と
し
て
は
無
効
で
あ
る
が
、
講
和
条
約
（
東
京
条
約
）
と
し
て
有
効
で
あ
つ
て
、
そ
の
意
味
で
帝
国
憲
法
は

未
だ
改
正
も
廃
止
も
さ
れ
ず
現
存
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
帝
国
憲
法
を
「
復
元
」
す
る
と
い
ふ
の
は
誤
解
を

生
む
表
現
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
論
理
的
に
は
、
帝
国
憲
法
を
復
元
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
が
現
存
す
る
こ
と
を
正
確
に
認
識
し
、
こ
れ
ま
で
占
領

憲
法
を
最
高
規
範
で
あ
る
と
し
て
き
た
誤
つ
た
認
識
を
改
め
、
そ
の
誤
つ
た
認
識
に
基
づ
く
運
用
な
ど
を
是
正
す
る
措
置
を
と
る

と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
い
は
ば
「
誤
認
か
ら
の
解
放
」
に
よ
る
「
認
識
の
復
元
」
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
一
七
七
頁
）

　

正
し
い
憲
法
観
を
も
つ
こ
と
が
、
ま
ず
も
っ
て
大
切
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
復
元
方
法
に
関
し
て
論
を
す
す
め
る
。
具
体
的
な
手

順
と
し
て
は
、

「
①
昭
和
二
十
二
年
五
月
一
日
に
明
治
典
範
を
廃
止
す
る
旨
の
勅
令
で
あ
る
「
皇
室
典
範
及
皇
室
典
範
増
補
廃
止
ノ
件
」
を
払
除
（
無
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効
確
認
）
し
て
明
治
典
範
を
復
活
さ
せ
、
②
昭
和
二
十
二
年
十
月
十
三
日
に
占
領
典
範
の
も
と
の
初
め
て
の
「
皇
室
会
議
」
で
な

さ
れ
た
、
…
十
一
宮
家
五
十
一
人
の
皇
族
の
皇
籍
離
脱
の
決
定
が
無
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
明
治
典
範
第
三
十
条
の
皇

族
全
て
の
皇
族
た
る
身
分
が
回
復
さ
れ
た
旨
の
新
た
な
勅
令
を
宣
布
さ
れ
、
③
昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
に
「
皇
族
会
議
」
を

廃
止
す
る
旨
の
勅
令
を
払
除
（
無
効
確
認
）
し
て
皇
族
会
議
を
復
活
さ
せ
、
さ
ら
に
、
④
昭
和
二
十
二
年
四
月
三
十
日
の
勅
令
に

よ
っ
て
「
枢
密
院
官
制
」
と
こ
れ
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
枢
密
院
を
廃
止
す
る
旨
の
勅
令
…
な
ど
を
払
除
（
無
効
確
認
）
し
て
枢

密
院
官
制
及
び
枢
密
院
を
復
活
さ
せ
る
旨
の
新
た
な
勅
令
を
宣
布
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
で
明
治
典
範
を
含
む
正
統
典
範
の
復
元

措
置
と
し
て
は
充
分
で
あ
る
。
」
（
『
占
領
憲
法
の
正
体
』
百
七
八

－

九
頁
）

と
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

「
議
会
に
お
け
る
占
領
憲
法
の
無
効
確
認
の
決
議
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
九
一
頁
）

「
こ
の
決
議
の
法
的
性
質
は
、
新
た
に
法
律
関
係
又
は
法
律
状
態
を
変
化
（
形
成
）
さ
せ
、
規
範
を
創
設
、
廃
止
、
改
正
し
た
り
す
る
「
法

律
行
為
（
立
法
行
為
）
」
と
し
て
の
「
創
設
行
為
」
で
は
な
く
、
帝
国
憲
法
が
現
存
し
、
占
領
憲
法
が
憲
法
と
し
て
は
無
効
で
あ

つ
て
、こ
れ
ま
で
の
規
範
国
体
以
下
の
憲
法
体
系
（
法
令
の
効
力
の
劣
後
関
係
）
に
何
ら
変
化
が
な
か
つ
た
と
い
ふ
法
律
状
態
（
事

実
）
を
確
認
す
る
だ
け
の
憲
法
解
釈
的
な
「
確
認
決
議
」
で
あ
つ
て
、
単
な
る
「
事
実
行
為
」
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
同
上
一
九
二
頁
）

　

つ
ぎ
に
、
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「
正
統
憲
法
の
復
元
措
置
に
関
す
る
「
憲
法
復
元
措
置
基
本
法
」
を
制
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
」
（
同
上
二
〇
四
頁
）

「
憲
法
臨
時
代
用
法
」
と
し
て
、「
五
年
程
度
の
有
効
期
間
を
定
め
た
暫
定
的
な
「
限
時
法
」
と
し
て
占
領
憲
法
を
位
置
付
け
（
る
）
」

（
同
上
二
〇
四
頁
）
。

と
も
提
案
し
た
。

（
18
）
阿
部
照
哉

　

阿
部
照
哉
『
憲
法
』
（
青
林
書
院
、
一
九
八
二
年
）
で
は
、

「
八
月
革
命
説
を
と
ら
な
く
て
も
、
憲
法
改
正
に
内
在
的
限
界
を
認
め
る
立
場
に
立
つ
と
き
は
、
現
実
に
行
な
わ
れ
た
改
正
は
、
主

権
原
理
の
転
換
の
一
事
を
み
て
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
の
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
合
法
性
を
み
と
め
る
こ
と
は
で

き
ず
、
し
た
が
っ
て
、
日
本
国
憲
法
を
、
明
治
憲
法
の
改
正
を
越
え
る
、
明
治
憲
法
か
ら
み
れ
ば
無
効
の
憲
法
と
断
ず
る
か
、
あ

る
い
は
明
治
憲
法
の
排
除
の
う
え
に
そ
れ
と
無
関
係
に
成
立
し
た
革
命
憲
法
と
説
明
す
る
ほ
か
は
な
い
。
」
（
二
五
頁
）

　

あ
る
い
は
、

「
け
っ
き
ょ
く
、
日
本
国
憲
法
を
明
治
憲
法
と
法
的
連
続
性
を
有
し
な
い
革
命
憲
法
を
と
み
る
か
は
、
そ
の
内
容
を
重
視
す
る
か
、
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そ
の
成
立
（
改
正
）
手
続
を
重
視
す
る
か
に
よ
る
違
い
で
あ
る
。
占
領
と
い
う
特
殊
な
状
況
の
も
と
で
の
み
お
こ
り
え
た
一
種
の

合
法
的
革
命
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
」
（
二
五
頁
）

と
し
、
合
法
的
革
命
説
の
よ
う
で
あ
る
。

（
19
）
佐
藤
幸
治

　

佐
藤
幸
治
『
憲
法
』
（
青
林
書
院
、
一
九
八
一
年
）
を
み
て
み
た
い
。

「
明
治
憲
法
と
日
本
国
憲
法
と
の
間
に
は
主
権
の
変
動
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
革
命
」
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（
二
五
頁
）

と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、

「
「
限
界
」
を
越
え
た
行
為
は
改
正
で
は
な
く
、
も
と
の
憲
法
典
の
立
場
か
ら
は
無
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
新
憲
法
の
制
定
と

し
て
完
全
な
効
力
を
も
っ
て
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
。
そ
し
て
、
改
正
の
「
限
界
」
内
に
と
ど
ま
る
も
の
か

否
か
の
判
定
権
が
改
正
権
者
自
身
の
手
に
あ
る
と
さ
れ
る
限
り
、
理
論
上
新
憲
法
の
制
定
と
み
ざ
る
を
え
な
い
も
の
が
改
正
の
名

に
お
い
て
行
な
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
」
（
三
九
頁
）
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と
述
べ
て
、
い
わ
ゆ
る
顕
現
説
を
展
開
す
る
。

「
八
月
革
命
説
は
、
一
つ
の
巧
妙
な
説
明
で
は
あ
る
。
が
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
国
民
主
権
の
要
求
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か

は
当
時
に
あ
っ
て
は
疑
義
の
余
地
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
（
…
日
本
政
府
は
そ
の
よ
う
に
は
解
さ
な
か
っ
た
。
理
論
的
に
み

て
、
同
宣
言
は
、
わ
が
国
権
の
源
泉
を
、
君
主
に
対
す
る
も
の
と
し
て
の
国
民
に
あ
り
と
す
る
こ
と
ま
で
要
求
し
た
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
「
事
実
の
確
認
と
し
て
の
国
民
主
権
」
で
同
宣
言
の
要
求
を
充
足
し
う
る
余
地
が
あ
る
。
因
み
に
、
帝
国
議
会
に
付
議

さ
れ
た
「
帝
国
憲
法
改
正
案
」
前
文
に
は
「
こ
こ
に
国
民
の
総
意
が
至
高
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
」
、
同
一
条
に
は
「
こ

の
地
位
は
、
日
本
国
民
の
至
高
の
総
意
に
基
く
」
と
あ
っ
た
。
「
主
権
」
の
語
に
変
っ
た
の
は
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
修
正
の
結

果
で
あ
っ
た
）
、
同
宣
言
が
か
か
る
要
求
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
同
宣
言
の
受
諾
は
国
際
法
上
の
義
務
を
負
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
に
と
ど
ま
り
、
受
諾
と
同
時
に
国
内
法
上
も
根
本
的
変
革
を
生
じ
た
と
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
（
八
月
革

命
説
は
、
「
国
体
」
変
革
の
義
務
が
債
権
的
に
で
は
な
く
、
い
わ
ば
物
権
的
に
日
本
国
家
に
生
じ
た
と
み
る
も
の
で
、
そ
れ
は
徹

底
し
た
国
際
法
優
位
の
一
元
論
を
前
提
せ
ず
に
は
成
立
し
え
な
い
し
、
同
宣
言
受
諾
後
も
占
領
軍
の
支
配
下
で
は
あ
っ
た
が
明
治

憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
政
治
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
、
明
治
憲
法
七
三
条
が
用
い
ら
れ
た
こ

と
の
根
拠
が
薄
弱
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
む
し
ろ
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
後
も
明

治
憲
法
秩
序
は
存
続
し
、
天
皇
は
同
宣
言
を
履
行
す
る
趣
旨
か
ら
憲
法
所
定
の
手
続
に
従
っ
て
改
正
案
を
帝
国
議
会
に
提
出
し
た

と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」
（
七
三
頁
）

「
そ
の
改
正
案
は
改
正
の
限
界
を
破
る
も
の
で
あ
っ
た
。
が
、
帝
国
議
会
に
お
け
る
そ
の
案
の
審
議
の
過
程
で
、
「
日
本
国
憲
法
」
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を
制
定
す
る
と
い
う
主
権
者
た
る
国
民
の
意
思
が
議
会
を
通
じ
て
顕
現
し
、
し
か
も
同
時
に
そ
の
制
定
の
方
法
と
し
て
、
一
定
の

政
治
的
配
慮
か
ら
、
明
治
憲
法
所
定
の
手
続
の
形
式
を
借
用
す
る
意
向
が
示
さ
れ
た
、と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
」
（
七
三

頁
）

以
上
で
あ
る
。

　

佐
藤
は
、
天
皇
の
条
項
に
関
し
て
、

「
歴
史
的
存
在
と
し
て
の
「
天
皇
」
の
言
葉
に
引
き
ず
ら
れ
て
、
日
本
国
憲
法
の
天
皇
の
地
位
・
権
能
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
意
識

的
あ
る
い
は
無
意
識
的
に
、
明
治
憲
法
下
の
「
国
体
」
観
念
を
も
ち
こ
む
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…

明
治
憲
法
か
ら
日
本
国
憲
法
へ
の
変
化
の
過
程
に
は
、
主
権
の
変
動
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
国
憲
法
は
「
革
命
」
憲
法

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
、
日
本
国
憲
法
上
の
種
々
の
制
度
は
、
日
本
国
憲
法
の
「
創
設
」
な
る
も
の
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
…
い
わ
ば
無
か
ら
新
た
に
創
設
し
た
と
い
う
の
は
や
や
い
い
す
ぎ
で
は
な
い
か
。
そ
の
「
革
命
」

の
性
質
か
ら
い
っ
て
も
、
日
本
国
憲
法
が
、
従
来
の
政
治
的
・
法
的
制
度
に
修
正
や
限
定
を
加
え
つ
つ
継
承
的
に
「
創
設
」
す
る

と
い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
皇
の
制
度
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い

か
。
」
（
二
二
一

－

二
頁
）

と
も
論
じ
た
。
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（
20
）
今
井
威

　

今
井
威
『
憲
法
講
義
』
（
ブ
レ
ー
ン
出
版
、
一
九
八
〇
年
）
を
読
ん
で
み
た
い
。

「
一
般
的
法
理
か
ら
す
れ
ば
、
憲
法
の
改
正
に
は
限
界
が
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
…
主
権
の
所
在
の
変

更
は
、
必
ず
し
も
両
憲
法
間
の
法
的
断
絶
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
他
方
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
民
主
化
条
項
は
、
必
ず
し
も

わ
が
国
体
が
君
主
国
体
か
ら
民
主
国
体
に
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
国
政
の
あ
り
方
に
お
い
て
民
主

主
義
が
復
活
し
、
且
つ
強
化
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
復
活
と
は
、
か
つ
て
存
在
し
た
も
の
を

再
生
せ
し
め
る
こ
と
で
あ
り
、
強
化
も
ま
た
、
か
つ
て
存
在
せ
る
も
の
に
つ
い
て
い
い
う
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
一
六

－

七
頁
）

　

民
主
主
義
の
復
活
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
国
憲
法
の
位
置
付
け
を
整
理
し
な
お
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
は
、
主
権
の
変
更
を
要
求
す
る
も
の
で
は
な
く
、
又
、
か
り
に
そ
の
変
更
を
要
求
す
る
も
の
と
解
し
て
も
、

一
般
法
理
上
憲
法
改
正
に
限
界
は
な
い
と
解
す
る
か
ぎ
り
、
手
続
上
、
帝
国
憲
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
現
行

憲
法
の
採
択
は
、
帝
国
憲
法
の
改
正
と
し
て
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
」
（
一
七
頁
）

　

日
本
国
憲
法
は
帝
国
憲
法
の
改
正
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
体
は
完
全
に
変
更
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
存
置
し
た
面
も
認
め
ら
れ
る
。
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「
古
来
、
天
皇
を
わ
が
国
家
生
活
の
精
神
的
支
柱
と
し
て
来
た
こ
と
が
わ
が
国
体
で
あ
る
、
と
い
う
前
提
に
立
て
ば
、
こ
の
意
味
で

の
国
体
は
必
ず
し
も
現
行
憲
法
で
否
定
さ
れ
て
い
な
い
。
又
、
「
正
し
さ
」
こ
そ
国
体
の
理
念
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず

し
も
主
権
が
何
び
と
に
帰
属
す
る
か
と
い
う
こ
と
と
関
係
が
な
し
に
論
じ
う
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
国
体
と
は
国
家
の
主
権

が
何
び
と
に
帰
属
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
か
ら
み
た
国
家
の
形
体
と
い
う
、
と
す
る
前
提
に
立
て
ば
、
こ
の
意
味
で
の
国
体
は

変
更
さ
れ
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
…
憲
法
は
、
国
体
の
構
成
に
つ
い
て
二
元
主
義
を
採
用
し
た
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
従
っ

て
、
こ
の
段
階
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
現
行
憲
法
の
定
め
る
わ
が
国
体
は
君
主
国
体
と
民
主
国
体
と
の
混
合
形
体
で
あ
る
こ
と
に
な

る
。
但
し
、
憲
法
は
、
天
皇
に
つ
い
て
国
政
権
能
を
否
定
し
、
国
会
を
国
権
の
最
高
機
関
と
し
て
い
る
の
で
、
静
態
的
に
は
混
合

的
形
体
で
あ
る
が
、
動
態
的
に
は
民
主
国
体
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
国
体
は
一
面
で
は
不
変
で
あ
り
、
他
面
で
は

変
更
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。
」
（
二
二

－
三
頁
）

以
上
で
あ
る
。

（
21
）
竹
花
光
範

　

竹
花
光
範
『
憲
法
要
論
』
（
成
文
堂
、
一
九
九
五
年
）
で
は
、
日
本
国
憲
法
の
成
立
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
そ
も
そ
も
、
敗
戦
の

結
果
と
し
て
、

「
日
本
国
の
政
治
の
民
主
化
の
復
活
強
化
を
要
求
す
る
」
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に
応
ず
る
た
め
、
憲
法
の
改
正
が
企
図
せ
ら
れ
、
明
治
憲



「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
六
）
（
大
塚
）

二
一

120

法
第
七
十
三
条
の
手
続
に
従
っ
て
、
日
本
国
憲
法
が
成
立
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
天
皇
制

は
基
本
的
に
は
存
続
せ
し
め
ら
れ
、
立
憲
君
主
国
体
に
変
更
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
国
民
主
権
の
採
用
や
、
戦
争
放
棄
の
規
定

の
新
設
等
、
内
容
の
大
幅
な
変
更
が
あ
り
、
さ
ら
に
片
仮
名
混
り
の
文
語
体
を
平
仮
名
を
中
心
と
す
る
口
語
体
に
か
え
て
、
全
面

的
に
書
き
か
え
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
、こ
れ
は
「
全
面
改
正
」
の
一
典
型
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
」
（
『
憲
法
要
論
』

六
〇
頁
）

と
解
し
て
い
る
。
帝
国
憲
法
全
面
改
正
が
、
日
本
国
憲
法
だ
と
す
る
。

「
い
わ
ゆ
る
「
改
正
の
限
界
」
を
こ
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
理
由
に
、
旧
憲
法
の
成
立
を
「
法
的
な
革
命
」
と
す
る
見
解
も
あ
る

し
、
同
じ
そ
の
こ
と
を
理
由
に

－
そ
の
他
占
領
下
の
改
憲
で
あ
る
こ
と
等
も
理
由
と
し
て

－

現
憲
法
無
効
論
を
主
張
す
る
学
者
も

い
る
。

「
日
本
国
憲
法
」
が
、
占
領
時
に
、
占
領
軍
の
強
力
な
指
導
の
下
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
、
並
び
に
、
そ
の
内
容
が
旧
憲
法
の

基
本
原
理
を
大
幅
に
変
更
し
た
も
の
で
あ
る

－

と
く
に
神
勅
天
皇
制
の
廃
止
と
国
民
主
権
の
採
用

－

と
い
う
こ
と
は
事
実
で
あ
る

り
、
要
は
こ
れ
ら
の
点
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
て
あ
ろ
う
。
」
（
同
上
八
八

－

九
頁
）

「
占
領
下
に
あ
っ
て
、
…
我
が
国
の
主
権
が
、
連
合
国
最
高
指
令
官
の
手
に
握
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
、

主
権
者
た
る
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
の
強
力
な
指
導
の
下
に
、
大
日
本
帝
国
憲
法
の
改
正
が
は
か
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」（
同

上
九
一
頁
）
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以
上
で
あ
る
。

　

国
体
の
変
更
問
題
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

「
旧
憲
法
時
代
、
改
正
の
限
界
と
さ
れ
て
い
た
「
国
体
」
を
挙
げ
る
論
者
を
ほ
と
ん
ど
み
か
け
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
極
め
て
奇
妙

な
現
象
で
あ
る
。
或
る
憲
法
体
制
に
と
っ
て
、
最
も
基
本
的
な
こ
と
、
そ
れ
は
、
そ
の
憲
法
体
制
が
如
何
な
る
「
国
体
」（
国
家
形
態
）

を
採
用
し
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
も
し
限
界
説
を
採
る
な
ら
ば
、
ま
ず
、
「
国
体
」
こ
そ
が
、
限
界
の
第
一
と
し
て

挙
げ
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
」
（
同
上
七
五
頁
）

　

国
体
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い
と
の
理
解
で
あ
る
。

　

日
本
国
憲
法
の
性
格
と
し
て
は
、
占
領
管
理
法
制
だ
と
い
う
に
つ
き
る
。

「
革
命
説
の
場
合
、
「
八
月
革
命
」
に
よ
っ
て
主
権
が
天
皇
か
ら
国
民
に
移
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
す
で
に
事
実
に
反

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
主
権
は
国
民
に
移
っ
た
の
で
は
な
く
し
て
、
そ
れ
を
い
う
な
ら
連
合
国
最
高
司
令
官
に
移
っ
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
そ
れ
に
、
そ
も
そ
も
法
的
な
概
念
と
し
て
の
「
革
命
」
と
は
、
旧
憲
法
の
定
め
る
手
続
を
無
視
し
て
新
憲
法
を
成
立

せ
し
め
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
形
式
的
と
は
い
え
、
帝
国
憲
法
第
七
十
三
条
の
手
続
を
踏
ん
で
日
本
国
憲
法
が
成
立
し
て
い
る
以
上
、

そ
の
よ
う
な
現
象
が
「
革
命
」
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
」
（
同
上
一
〇
八
頁
）
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帝
国
憲
法
は
占
領
中
も
効
力
を
有
し
て
い
た
。

「
占
領
軍
の
意
思
に
反
し
な
い
か
ぎ
り
に
お
い
て
帝
国
憲
法
は
そ
の
効
力
を
保
持
し
得
た
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま

い
。
」
（
同
上
一
〇
八
頁
）

　

日
本
国
憲
法
の
無
効
論
に
関
す
る
説
明
と
し
て
は
、
第
一
に
、

「
改
正
の
時
期
、
方
法
、
国
際
法
違
反
な
ど
は
現
憲
法
の
欠
陥
と
し
て
か
な
り
重
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
「
憲
法
」
と
し

て
の
成
立
に
つ
い
て
は
無
効
だ
と
す
る
議
論
も
、
充
分
成
り
立
つ
余
地
は
あ
る
と
い
え
る
。
…
現
実
に
、
「
日
本
国
憲
法
」
な
る

も
の
が
成
立
し
、
し
か
も
、
そ
れ
が
独
立
を
へ
て
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
行
わ
れ
て
き
て
い
る
と
い
う
事
実
は
相
当
に
重
た
い
。

や
は
り
、
い
わ
ゆ
る
「
事
実
の
規
範
力
」
と
し
て
、
今
日
の
時
点
に
お
い
て
は
、
憲
法
の
効
力
を
（
全
体
と
し
て
）
承
認
す
る
と

い
う
考
え
方
は
、
み
と
め
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
」
（
同
上
一
〇
八

－

九
頁
）

　

第
二
に
、

「
占
領
期
間
中
、
日
本
の
主
権
が
連
合
国
最
高
司
令
官
の
手
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
占

領
下
に
お
い
て
は
、
「
占
領
軍
の
意
思
」
こ
そ
が
実
質
的
に
は
最
高
法
規
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
事
実
、
連
合
国
最
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高
司
令
官
は
、
日
本
政
府
（
及
び
国
民
）
に
対
し
、
一
般
命
令
、
指
令
、
覚
書
な
ど
各
種
の
形
式
で
指
示
を
発
し
、
日
本
政
府
は

こ
れ
に
基
い
て
必
要
な
立
法
、
行
政
、
司
法
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
法
律
事
項

に
つ
い
て
は
、
帝
国
憲
法
上
の
形
式
に
よ
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
帝
国
憲
法
第
八
条
の
緊
急
命
令
を
と

る
「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
ノ
受
諾
ニ
供
ヒ
発
ス
ル
命
令
ニ
関
ス
ル
件
」
（
勅
令
五
四
二
号
）
に
基
づ
く
命
令
、
閣
令
、
省
令
の
形
式
を

つ
う
じ
て
緊
急
の
措
置
を
講
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
同
上
一
一
〇
頁
）

　

以
上
で
あ
る
。
日
本
国
憲
法
は
占
領
管
理
法
の
性
質
を
具
備
し
て
い
る
。
、

「
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
り
、
帝
国
憲
法
は
そ
の
法
的
性
格
を
変
え
た
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
同
憲
法
は
、

占
領
軍
の
占
領
政
策
に
不
都
合
で
な
い
か
ぎ
り
に
お
い
て
有
効
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
つ
ま

り
は
、
一
種
の
占
領
法
規
に
変
質
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
（
同
上
一
一
一
頁
）

「
占
領
管
理
法
と
な
っ
た
帝
国
憲
法
を
全
面
的
に
改
め
る
と
い
う
方
式
で
「
日
本
国
憲
法
」
が
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。
」
（
同
上
一
一
一
頁
）

「
日
本
国
憲
法
は
、
独
立
主
権
国
家
の
文
字
通
り
最
高
法
規
と
し
て
強
制
力
を
発
揮
し
、
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
は
一
体
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
は
、
恐
ら
く
、
日
本
国
民
（
天
皇
を
含
む
）
が
、
日
本
国
憲
法
に
対
し
、
「
憲
法
」
と
し
て
の
黙
示
の
承
認
を
与
え
た
と

い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
そ
の
よ
う
に
解
さ
な
く
て
は
説
明
の
つ
か
な
い
現
象
で
は
な
い
か
と
思
う
。
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す
な
わ
ち
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
二
十
八
日
、
平
和
条
約
が
発
効
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
初
、
被
占
領
国
日
本
の
「
占
領
管

理
法
」
と
し
て
生
れ
た
日
本
国
憲
法
は
、
そ
の
法
的
性
格
を
変
え
、
独
立
主
権
国
家
日
本
国
の
「
憲
法
」
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
」
（
同
上
一
一
四
頁
）

　

占
領
管
理
法
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
元
首
、
戦
争
、
非
常
事
態
な
ど
の
規
定
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
「
占
領
管
理
法
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
だ
け
に
、
そ
の
内
容
も
「
憲
法
」
と
し
て
み
た
場
合
、
少
な
か
ら
ず
、
不
備
だ
と
い
う

こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
国
家
の
防
衛
に
関
す
る
規
定
や
、
国
家
の
非
常
事
態
に
対
処
す
る
た
め
の
規
定
が
欠
落
し
て

い
る
点
な
ど
は
、
「
憲
法
」
と
し
て
異
常
で
あ
ろ
う
。
」
（
同
上
一
一
四
頁
）

「
考
え
て
み
れ
ば
占
領
下
に
お
い
て
は
、
国
の
防
衛
や
非
常
事
態
対
処
は
占
領
軍
の
任
務
で
あ
り
、
国
政
の
実
験
も
最
高
司
令
官
に

握
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
日
本
国
憲
法
が
「
占
領
管
理
法
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
定
め
が
欠
落
し
て
い
る
の
も
理
解
で
き
な
い
こ

と
は
な
い
。
」
（
同
上
一
一
四

－

五
頁
）

　

占
領
憲
法
で
は
な
く
、
独
立
国
家
と
し
て
似
つ
か
わ
し
い
本
格
的
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
。
日
本
国
憲
法
は
、
暫

定
的
性
格
を
具
有
す
る
。
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「
日
本
国
憲
法
は
、
…
正
規
の
「
憲
法
」
が
成
立
す
る
ま
で
の
暫
定
的
な
基
本
法
で
あ
る
と
解
し
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
」（
同

上
一
一
五
頁
）

　

日
本
国
憲
法
の
制
定
者
あ
る
い
は
成
立
せ
し
め
た
主
体
に
つ
い
て
は
、

「
民
定
憲
法
説
は
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
に
よ
っ
て
法
的
な
革
命
が
あ
っ
た
と
す
る
八
月
革
命
説
を
前
提
に
、
…
新
に
主
権
者
と

な
っ
た
国
民
が
、
そ
の
主
権
を
行
使
し
て
制
定
し
た
憲
法
だ
と
す
る
。
」

「
欽
定
憲
法
説
は
、
…
現
憲
法
は
帝
国
憲
法
の
改
正
憲
法
だ
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
天
皇
が
帝
国
憲
法
第
七
十
三
条
に
従
っ
て
、
…

最
終
的
に
天
皇
が
裁
可
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
欽
定
憲
法
と
解
す
べ
き
と
い
う
の
で
あ
る
。
」

「
協
約
憲
法
説
は
、
前
両
説
を
そ
れ
ぞ
れ
成
立
過
程
の
一
部
し
か
説
明
し
て
い
な
い
と
し
、
現
憲
法
は
、
帝
国
議
会
（
特
に
衆
議
院
）

を
通
じ
て
示
さ
れ
た
国
民
の
意
思
と
、
議
案
を
議
に
付
し
た
こ
と
と
裁
可
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
天
皇
の
意
思
が
合
致
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
の
だ
と
す
る
。
」

「
占
領
憲
法
説
は
、
以
上
の
諸
説
を
い
ず
れ
も
、
事
実
を
無
視
し
た
説
だ
と
し
て
、
草
案
の
起
草
過
程
や
、
帝
国
議
会
で
の
審
議
過

程
か
ら
考
え
て
実
質
的
に
は
、
占
領
軍
の
意
思
に
よ
っ
て
成
立
せ
し
め
ら
れ
た
憲
法
で
あ
っ
て
、
従
来
の
分
類
は
通
用
せ
ず
、
新

た
に
占
領
憲
法
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
設
け
、
そ
こ
に
分
類
す
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
同
上
二
一
二

－

三
頁
）

と
の
考
え
方
で
あ
る
。



「
日
本
国
憲
法
」
論
を
読
む
（
六
）
（
大
塚
）
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天
皇
制
論
に
つ
い
て
は
、
神
勅
天
皇
制
か
ら
象
徴
天
皇
制
へ
と
移
行
し
た
。

「
我
が
国
が
君
主
制
国
家
だ
と
い
う
こ
と
は
否
定
す
べ
く
も
な
い
と
い
え
よ
う
。
」
（
同
上
一
四
二
頁
）

「
我
が
国
の
場
合
は
、
歴
史
上
、
天
皇
（
君
主
）
と
国
民
が
権
力
を
巡
っ
て
争
っ
た
と
い
う
事
実
は
な
い
わ
け
で
あ
り
、
い
わ
ば
「
君

民
一
体
」
の
国
柄
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
国
柄
の
国
家
に
お
い
て
は
、
主
権
の
所
在
を
憲
法
で
明
記
す
る
必
要
性
は
、
な
お
薄
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
（
同
上
一
四
三
頁
）

「
憲
法
学
上
、
「
元
首
」
と
は
、
け
っ
し
て
、
「
統
治
権
の
総
攬
者
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
一
言
に
い
え
ば
、
「
対
外
関
係

に
お
い
て
、
一
般
的
に
、
そ
の
国
を
代
表
す
る
国
家
機
関
」
の
こ
と
だ
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
」
（
同
上
一
四
三
頁
）

「
正
し
い
解
釈
を
行
え
ば
、
現
状
で
も
、
天
皇
元
首
説
が
妥
当
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
」
（
同
上
一
四
六
頁
）

「
天
皇
は
、
憲
法
上
「
日
本
国
の
象
徴
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
国
家
の
象
徴
」
は
、
元
首
の
属
性
で
あ
る
。
元
首
な
ら
ざ
る
者
が
「
国

家
の
象
徴
」
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
こ
の
点
か
ら
も
天
皇
元
首
説
は
説
得
力
が
あ
る
。
」
（
同
上
一
五
一
頁
）

な
ど
と
叙
述
し
て
い
た
。

　
　

〔
編
集
委
員
会
注
〕

大
塚
桂
先
生
は
二
〇
一
四
年
十
一
月
三
〇
日
に
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

本
稿
は
、
逝
去
さ
れ
る
前
に
受
理
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
ご
遺
族
の
了
解
を
得
て
、
形
式
的
な
校
正
の
み
を
行
っ
て
掲
載
し
ま
し
た
。


